確認検査の結果が陰性となった方へ




様式４　





■確認検査の結果は「陰性となりました（HIVに感染していないことが分かりました）


即日検査（迅速スクリーニング検査）では陽性の結果であったため、慎重に精密な検査を行った結果、確認検査では陰性の判定となりました。先日の即日検査での陽性結果は、即日検査で用いている検査法の偽陽性反応によるものと思われます。


確認検査が陰性ということは、HIV（エイズの原因ウイルス）に対する抗体が検出されなかったということです。


HIVに感染すると、通常は１ヶ月後には抗体が検出されます。今回の検査が感染の機会から３ヶ月以上すぎていれば、HIVに感染していないことを意味します。


つまり、“感染の可能性のある行動”（コンドームなしのセックスなど）から、既に３ヶ月以上経過しており、しかもその後は“感染の可能性のある行動”をしていなければ、あなたは現在もHIVに感染していないと思われます。今後も（コンドームを適切に使うなど）感染の可能性のある行動を避け続ければ、HIVに感染することはなく、今後は検査を受ける必要はありません。�　もし最後の感染の機会から３ヶ月以上経過していない場合は、３ヶ月以上たってからもう一度（念のため）検査を受けることを薦めます。








■今後の生活で感染の危険・不安を避けるために、次のことを心がけてください。


●性行為のときは相手の精液・膣分泌液とあなたの粘膜（性器や肛門、口腔）が直接接触しないよう、最初から最後までコンドームを確実に使用してください。


●他の性感染症（クラミジア・淋菌・ヘルペス・梅毒・尖形コンジロームなど）があるとＨＩＶに感染する可能性が数倍高まります。もし心配があれば、あなたの性交渉の相手も含め、これら性感染症の検査を出来るだけ積極的に受け、必要な場合は治療をすることを心がけてください。性感染症の検査・治療は、男性であれば泌尿器科、女性であれば産婦人科で受けることが出来ます。また、他の保健所において性感染症の検査を実施しているところがあります。








■今日の検査を受けるきっかけとなった問題や不安は解決しましたか？


あなたが感じた問題や不安は、もしかしたら思い込みによるものかもしれません。逆に、今日の検査結果に安心してしまい、誤解が生じてしまうケースもあります。


どのような行為が感染の可能性があり、どのような行為がより安全なのか？もし、疑問が残っているようでしたら、この機会に必ず解決してからお帰りください。


また､あなたの周囲にHIV感染の心配を抱えている人がいるようでしたら、今回の経験を生かし相談にのり、必要があれば検査を受けることを薦めてあげてください。





HIV検査に関する情報は・・・


「ＨＩＶ検査・相談マップ」ホームページ　http://www.hivkensa.com　


（パソコン、 携帯電話 （iモード、ezweb、SoftBank） からアクセス可）等もご覧下さい。
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